
 

高崎経済大学地域科学研究所 第１１回地元学講座 

《講師プロフィール》 戸所 隆 （とどころ たかし） 

１９４８年群馬県前橋市に生まれる。  

立命館大学文学部地理学科教授・高崎経済大学地域政策学部教授を経て２０１４年高崎経済大学

名誉教授・２０２１年事業創造大学院大学特任教授、現在に至る。 

専門は都市地理学・都市政策学・国土構造論。 

専門地域調査士。文学博士。 

公益社団法人日本地理学会会長、日本都市学会会長、日本学術会議連携会員、上越市創造行政研

究所長、国の国会等移転審議会・経済審議会・学術審議会専門委員などを歴任。 

現在、高崎市榛名神社社家町活性化委員長、群馬県文化財保護審議会会長・国土利用計画審議会

会長、滋賀県草津市相談役、富岡市景観会議会長、日本地図センター監事などを務める。 

著書に『都市空間の立体化』『地域政策学入門』『日常空間を活かした観光まちづくり』『商業近代

化と都市』『歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり』（古今書院）などがある。 

高崎の市街地拡大と双子都市発展 
 

講師：戸所 隆 氏 

（高崎経済大学名誉教授 ・事業創造大学院大学 新潟地域活性化研究所特任教授） 

日時：令和４年３月５日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

場所：高崎経済大学 図書館ホール 

定員：５０名（応募者多数の場合は抽選） 

申込：はがき、 FAX 、 E メールまたは申込フォーム（QR コード参照）

にて地域科学研究所へ 

お問合せ 

高崎経済大学地域科学研究所（事務局 研究グループ研究支援チーム） 

 〒370-0801 高崎市上並榎町１300 番地 

電話：027-344-6267 FAX：027-343-7103 

E-mail：chiikikagaku@tcue.ac.jp 

２月１８日（金）必着 

高崎は井伊直政の城下町造営以来、群馬県の主要都市であるとともに、本州中央部にて江戸・

東京と日本海沿海地域を結ぶ結節点として全国的に重要な都市である。そのため高崎は今日まで

順調に都市的発展・市街地拡大をみる。しかし、高崎の明治以降の近代都市づくりは、隣接する

前橋と他に類を見ない双子都市としての特異な都市形成をしてきた。本講演では両市の市街地拡

大や双子都市としての地理的・歴史的形成過程・特性を見た上で、高崎市の都市形成のあり方を

考えてみたい。 

お申込み 


